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概要 
	 哺乳類のメスは 2 本ある X 染色体のうち一方を発生初期に不活性化させる
ことでオスとの間にある X 染色体連鎖遺伝子量の差を補償している．Xist は
この X 染色体不活性化（XCI）を担う責任遺伝子で，細胞分化に伴い不活性
化される X 染色体からのみ特異的に発現される．その転写産物はタンパク質
に翻訳されない長鎖ノンコーディング RNAで，これを発現する X染色体全体
に渡って結合することで，ヘテロクロマチンの確立や維持に関わるタンパク

質を X染色体へ呼び込む足場になっていると考えられる． 

マウスにおいて 4-8細胞期に始まる XCIは，インプリントされていて父性 X
（Xp）が選択的に不活性化される．Xistはこれに先立って Xpからのみ発現さ
れ，母性 X から発現されることは決してない．この Xistの発現の差を生む仕
組みはよくわかっていない．我々は CAGプロモーターで内在性 Xistをドライ
ブするマウスをジーンターゲティングによって作製し，その改変アレル

（XistCAG）が胚発生におよぼす影響を，父親から受け継いだ場合と母親から受
け継いだ場合のそれぞれについて調べた．CAG プロモーターは恒常的な転写
活性を示すことが期待されるにもかかわらず，着床前胚において XistCAGの発
現が始まる時期を調べると，どちらの親に由来したかによってそのタイミン

グは異なることがわかった．これはマウス着床前胚における Xist の非対称的
なモノアレル性発現には卵と精子に由来するクロマチンの差が大きく影響し

ている可能性を示唆している．XistCAG マウスの解析を含め，マウスのインプ
リント型 XCIについて議論したい． 
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